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(57)【要約】
【課題】判別精度が低下するのを抑制しながら、特徴の
一部が異なる紙葉類の真偽判別を適切に行うことが可能
な紙葉類判別装置を提供する。
【解決手段】ＡＴＭ１００は、記番号を含む紙幣の特徴
を読み取るセンサ３と、紙幣の真偽を判別する制御部５
と、紙幣の記番号と、紙幣の真偽を判別するための特有
の判別値とを対応付けて記憶する記憶部６とを備える。
制御部５は、紙幣の記番号が記憶部６に記憶されている
か否かを判断し、紙幣の記番号が記憶部６に記憶されて
いると判断した場合に、紙幣の記番号と対応付けられた
特有の判別値を用いて、紙幣の真偽を判別する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記番号を含む紙葉類の特徴を読み取る読取部と、
　前記読取部により読み取られた紙葉類の特徴に基づいて、紙葉類の真偽を判別する判別
部と、
　紙葉類の記番号と、紙葉類の真偽を判別するための特有の判別値とを対応付けて記憶す
る記憶部と、を備え、
　前記判別部は、前記読取部により読み取られた紙葉類の記番号が前記記憶部に記憶され
ているか否かを判断し、前記紙葉類の記番号が前記記憶部に記憶されていると判断した場
合に、前記紙葉類の記番号と対応付けられた特有の判別値を用いて、前記紙葉類の真偽を
判別する、ことを特徴とする紙葉類判別装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の紙葉類判別装置において、
　前記記憶部は、紙葉類の真偽を判別するための共通の判別値を記憶しており、
　前記判別部は、前記紙葉類の記番号が前記記憶部に記憶されていないと判断した場合に
、前記共通の判別値を用いて、前記紙葉類の真偽を判別する、ことを特徴とする紙葉類判
別装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の紙葉類判別装置において、
　前記共通の判別値は、標準的な紙葉類の真偽を判別するための判別値であり、
　前記特有の判別値は、前記標準的な紙葉類と比べて、特徴の一部が異なる紙葉類の真偽
を判別するための判別値である、ことを特徴とする紙葉類判別装置。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の紙葉類判別装置において、
　前記記憶部は、紙葉類の記番号および紙葉類の種類と、紙葉類の真偽を判別するための
特有の判別値とを対応付けて記憶する、ことを特徴とする紙葉類判別装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の紙葉類判別装置において、
　前記記憶部に記憶される紙葉類の記番号には、開始記番号と終了記番号とが含まれてい
る、ことを特徴とする紙葉類判別装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙葉類の真偽を判別する判別部を備えた紙葉類判別装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、紙幣の特徴を読み取るセンサと、センサにより読み取られた紙幣の特徴量に基づ
いて紙幣の真偽を判別する判別部とを備えた紙幣判別装置が知られている（たとえば、特
許文献１参照）。
【０００３】
　このような紙幣判別装置では、たとえば、真偽判別の基準となる判別値として最大値と
最小値とが予め設定され、最大値から最小値までの範囲が基準範囲として設定される。そ
して、判別部は、紙幣の特徴量が基準範囲に含まれる場合に、当該紙幣を真券であると判
別し、紙幣の特徴量が基準範囲に含まれない場合に、当該紙幣を偽造券であると判別する
。
【０００４】
　上記の基準範囲は、センサの出力のばらつき、紙幣の読取時の位置のばらつき、紙幣の
経年変化などを考慮して設定されている。ここで、基準範囲を広げた場合には、偽造券を
真券であると誤判別するおそれが大きくなり、金融機関等に損害が発生するおそれがある
。一方、基準範囲を狭くした場合には、真券を偽造券であると誤判別するおそれが大きく
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なり、真券の返却率が増加することにより、利用者の利便性が低下するおそれがある。
【０００５】
　また、一般的に、市場に流通する紙幣は、印刷所や印刷時期の違いにより、特徴の一部
が異なる場合がある。そして、特徴の一部が異なる紙幣が紙幣判別装置に投入された場合
には、特徴の一部が異なることに起因して、紙幣が偽造券であると誤判別されるおそれが
ある。この場合には、真券の返却率が増加することにより、利用者の利便性が低下する。
そこで、特徴の一部が異なる紙幣も真券であると判別するように、基準範囲を広くするこ
とが考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２１９８１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記したように、基準範囲を広くした場合には、偽造券を真券であると
誤判別するおそれが大きくなり、紙幣の判別精度が低下するという問題点がある。
【０００８】
　本発明は、上述した課題を解決するものであって、その目的とするところは、判別精度
が低下するのを抑制しながら、特徴の一部が異なる紙葉類の真偽判別を適切に行うことが
可能な紙葉類判別装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の紙葉類判別装置は、記番号を含む紙葉類の特徴を読み取る読取部と、読取部に
より読み取られた紙葉類の特徴に基づいて、紙葉類の真偽を判別する判別部と、紙葉類の
記番号と、紙葉類の真偽を判別するための特有の判別値とを対応付けて記憶する記憶部と
を備える。判別部は、読取部により読み取られた紙葉類の記番号が記憶部に記憶されてい
るか否かを判断し、紙葉類の記番号が記憶部に記憶されていると判断した場合に、紙葉類
の記番号と対応付けられた特有の判別値を用いて、紙葉類の真偽を判別する。
【００１０】
　このように、特徴の一部が異なる紙葉類の記番号と、その紙葉類に応じた特有の判別値
とを対応付けて記憶部に記憶することにより、特徴の一部が異なる紙葉類については、そ
の紙葉類に応じた特有の判別値を用いて、紙葉類の真偽を判別することができる。これに
より、紙葉類の特徴の一部が異なることに起因して、紙葉類が偽造券であると誤判別され
るのを抑制することができる。また、特有の判別値を用いることにより、共通の判別値の
基準範囲を広くする必要がないので、偽造券が真券であると誤判別されるのを抑制するこ
とができる。その結果、判別精度が低下するのを抑制しながら、特徴の一部が異なる紙葉
類の真偽判別を適切に行うことができる。
【００１１】
　上記紙葉類判別装置において、記憶部は、紙葉類の真偽を判別するための共通の判別値
を記憶しており、判別部は、紙葉類の記番号が記憶部に記憶されていないと判断した場合
に、共通の判別値を用いて、紙葉類の真偽を判別するようにしてもよい。
【００１２】
　この場合において、共通の判別値は、標準的な紙葉類の真偽を判別するための判別値で
あり、特有の判別値は、標準的な紙葉類と比べて、特徴の一部が異なる紙葉類の真偽を判
別するための判別値であってもよい。
【００１３】
　上記紙葉類判別装置において、記憶部は、紙葉類の記番号および紙葉類の種類と、紙葉
類の真偽を判別するための特有の判別値とを対応付けて記憶するようにしてもよい。
【００１４】
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　上記紙葉類判別装置において、記憶部に記憶される紙葉類の記番号には、開始記番号と
終了記番号とが含まれていてもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、判別精度が低下するのを抑制しながら、特徴の一部が異なる紙葉類の
真偽判別を適切に行うことが可能な紙葉類判別装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態によるＡＴＭの構成を示したブロック図である。
【図２】図１のＡＴＭの概略内部構造図である。
【図３】図１のＡＴＭの記憶部を説明するための図である。
【図４】図１のＡＴＭの記憶部を説明するための図である。
【図５】図１のＡＴＭの入金取引時の動作を説明するためのフローチャートである。
【図６】図１のＡＴＭの鑑別処理動作を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照しながら説明する。なお、以下の実施
形態では、紙葉類判別装置の一例であるＡＴＭ（Automated Teller Machine：現金自動預
け払い機）に本発明を適用した場合について説明する。
【００１８】
　まず、図１～図４を参照して、本発明の一実施形態によるＡＴＭ１００の構成について
説明する。
【００１９】
　ＡＴＭ１００は、図１に示すように、ネットワーク１５０を介してホストコンピュータ
２００に接続されている。なお、図１では、簡略化のために、ＡＴＭ１００を１つだけ示
したが、実際には、複数のＡＴＭ１００がネットワーク１５０を介してホストコンピュー
タ２００に接続されている。
【００２０】
　ＡＴＭ１００は、利用者が紙幣の入金などの取引を行うために、金融機関などに設置さ
れている。このＡＴＭ１００は、タッチパネル１と、モータ２と、センサ３と、通信部４
と、制御部５と、記憶部６とを備えており、これらはバス１００ａを介して接続されてい
る。なお、センサ３は、本発明の「読取部」の一例であり、制御部５は、本発明の「判別
部」の一例である。
【００２１】
　タッチパネル１は、表示部や入力部を有しており、取引内容を表示したり、利用者から
の指示を受け付ける。モータ２は、後述する搬送ローラ８（図２参照）を駆動する。セン
サ３は、可視光や紫外光を用いた光センサと、磁気センサとを有しており、紙幣のイメー
ジデータや磁気データなどの特徴を読み取る。通信部４は、ネットワーク１５０を介して
ホストコンピュータ２００と通信するために設けられている。
【００２２】
　制御部５は、ＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭを含んでおり、ＡＴＭ１００の動作を制御す
る。たとえば、制御部５は、センサ３により紙幣の特徴が読み取られた場合に、センサ３
の検出結果に基づいて紙幣の特徴量を算出する。
【００２３】
　ここで、紙幣の特徴量は、紙幣の金種判別や真偽判別に用いられる値であり、１枚の紙
幣につき複数算出される。紙幣の特徴量の一例は、紙幣の所定領域の濃度値である。また
、紙幣の特徴量には、紙幣に印刷された記番号も含まれている。なお、制御部５による動
作制御については、後で詳細に説明する。
【００２４】
　記憶部６は、図３に示すように、紙幣の特徴量毎に、紙幣の真偽判別用の判別値６ａを
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記憶している。この判別値は、市場に広く流通する標準的な紙幣の真偽を判別するための
共通の判別値である。共通の判別値は、たとえば、最大値と最小値とを有しており、セン
サ３により標準的な紙幣（真券）を読み取った際に算出される特徴量の頻度分布に基づい
て予め設定されている。なお、記憶部６には、金種判別用の判別値も記憶されている。
【００２５】
　また、記憶部６は、図４に示すように、市場に広く流通する標準的な紙幣と比べて、印
刷所や印刷時期の違いにより、特徴の一部が異なる紙幣の真偽を判別するための特有の判
別値もデータベース（ＤＢ）化して記憶している。特有の判別値は、たとえば、最大値と
最小値とを有しており、センサ３により特徴の一部が異なる紙幣（真券）を読み取った際
に算出される特徴量の頻度分布に基づいて予め設定されている。
【００２６】
　具体的には、データベース６ｂには、紙幣の金種、紙幣の記番号（開始記番号および終
了記番号）、特徴量、および、特有の判別値（最小値および最大値）についての情報が登
録されている。なお、紙幣の金種および紙幣の記番号は、紙幣を特定するためのデータで
ある。
【００２７】
　図４の例では、金種が「５０００」であり、記番号が「ＡＢ０１２３４」である紙幣に
ついて、真偽判別が行われる場合には、当該紙幣がデータベース６ｂに登録されているの
で、「特徴量Ｄ」についての真偽判別が行われる際に、最小値が「０」であり、最大値が
「２５」である特有の判別値が用いられる。
【００２８】
　同様に、金種が「１０００」であり、記番号が「ＣＤ８７６５４」～「ＣＤ８８０００
」である紙幣について、真偽判別が行われる場合には、当該紙幣がデータベース６ｂに登
録されているので、「特徴量Ａ」についての真偽判別が行われる際に、最小値が「５」で
あり、最大値が「４５」である特有の判別値が用いられ、「特徴量Ｂ」についての真偽判
別が行われる際に、最小値が「１５０」であり、最大値が「２３０」である特有の判別値
が用いられる。
【００２９】
　また、ＡＴＭ１００には、図２に示すように、入出金口７と、搬送ローラ８と、鑑別部
９と、一時保留部１０と、収納庫１１と、リジェクト庫１２とが設けられている。
【００３０】
　入出金口７は、利用者との間で紙幣の受け渡しを行うために設けられている。搬送ロー
ラ８は、紙幣を搬送するために複数設けられている。鑑別部９には、センサ３（図１参照
）が設けられている。一時保留部１０は、利用者と紙幣の受け渡しを行う際に、紙幣を一
時的に保留する。
【００３１】
　複数の収納庫１１には、それぞれ、特定の金種の紙幣が収納される。この収納庫１１に
は、出金可能な紙幣（再利用可能な紙幣）が収納される。リジェクト庫１２には、損券や
偽造券などの再利用不可能な紙幣が収納される。
【００３２】
　ホストコンピュータ２００は、図１に示すように、通信部２０１と、記憶部２０２と、
制御部２０３とを備えている。
【００３３】
　通信部２０１は、ネットワーク１５０を介してＡＴＭ１００と通信するために設けられ
ている。記憶部２０２は、ＡＴＭ１００における取引履歴などを記憶する。制御部２０３
は、ＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭを含んでおり、ホストコンピュータ２００の動作を制御
する。
【００３４】
　次に、図１～図６を参照して、本発明の一実施形態によるＡＴＭ１００の入金取引時の
動作について説明する。なお、図５および図６のフローチャートの各ステップは、ＡＴＭ
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１００の制御部５（図１参照）により実行される。
【００３５】
　まず、ＡＴＭ１００では、図５のステップＳ１において、タッチパネル１（図１参照）
に表示される種々の取引のうち、入金取引が選択されたか否かが判断される。入金取引が
選択されていないと判断される場合には、ステップＳ１が繰り返し行われる。すなわち、
ＡＴＭ１００は、入金取引が選択されるまで待機する。そして、入金取引が選択されたと
判断されると、ステップＳ２に移る。
【００３６】
　次に、ステップＳ２において、所定の期間内に、入出金口７（図２参照）に紙幣が投入
されたか否かが判断される。この紙幣が投入されたか否かは、図示省略したセンサの検出
結果に基づいて判断される。所定の期間が経過しても紙幣が投入されていないと判断され
る場合には、入金取引が中止される。そして、所定の期間内に紙幣が投入されたと判断さ
れると、ステップＳ３に移る。なお、入出金口７に紙幣が複数投入されている場合には、
投入されている全ての紙幣に対して以下のステップＳ３～Ｓ７が行われる。
【００３７】
　次に、ステップＳ３において、モータ２（図１参照）を駆動することにより、搬送ロー
ラ８（図２参照）が回転して、入出金口７に投入された紙幣が鑑別部９（図２参照）に搬
送される。
【００３８】
　次に、ステップＳ４において、紙幣に対する鑑別処理が実行される。具体的には、図６
のステップＳ２１において、鑑別部９に設けられたセンサ３（図１参照）により、搬送さ
れる紙幣の特徴が読み取られる。そして、制御部５により、センサ３の検出結果に基づい
て紙幣の特徴量が算出される。
【００３９】
　次に、ステップＳ２２において、算出された紙幣の特徴量に基づいて、紙幣の金種が判
別される。なお、金種の判別は、記憶部６（図１参照）に記憶された金種判別用の判別値
を用いて行われる。そして、ステップＳ２３において、算出された紙幣の特徴量に基づい
て、紙幣の記番号が判別される。
【００４０】
　次に、ステップＳ２４において、紙幣の金種および紙幣の記番号に基づいて、当該紙幣
がデータベース６ｂ（図４参照）に登録されているか否かが判断される。そして、紙幣が
データベース６ｂに登録されていると判断された場合には、ステップＳ２５に移る。その
一方、紙幣がデータベース６ｂに登録されていないと判断された場合には、ステップＳ２
６に移る。
【００４１】
　ステップＳ２５では、データベース６ｂに登録された特有の判別値を用いて、紙幣の真
偽判別が行われる。たとえば、金種が「１０００」であり、記番号が「ＣＤ８８０００」
である紙幣の場合には、「特徴量Ａ」および「特徴量Ｂ」について特有の判別値（図４参
照）が登録されている。この場合には、「特徴量Ａ」について、算出された特徴量の値が
データベース６ｂに登録された判別値（「５」～「４５」）の範囲内である場合に、「特
徴量Ａ」において真券であると判断される。同様に、「特徴量Ｂ」について、算出された
特徴量の値がデータベース６ｂに登録された判別値（「１５０」～「２３０」）の範囲内
である場合に、「特徴量Ｂ」において真券であると判断される。そして、「特徴量Ｃ」に
ついて、データベース６ｂに登録されていなければ、算出された特徴量の値が図３に示す
共通の判別値６ａ（「５」～「１０」）の範囲内である場合に、「特徴量Ｃ」において真
券であると判断される。その後、その他の特徴量についても、同様に、真偽が判断される
。そして、それらの結果を総合的に判断することにより、紙幣の真偽が判別される。
【００４２】
　ステップＳ２６では、記憶部６に記憶された共通の判別値６ａ（図３参照）を用いて、
紙幣の真偽判別が行われる。たとえば、金種が「１０００」であり、記番号が「ＣＤ７８
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０００」である紙幣の場合には、当該紙幣がデータベース６ｂに登録されていない。この
場合には、「特徴量Ａ」について、算出された特徴量の値が共通の判別値６ａ（「１０」
～「５０」）の範囲内である場合に、「特徴量Ａ」において真券であると判断される。そ
の後、「特徴量Ｂ」などのその他の特徴量についても、同様に、真偽が判断される。そし
て、それらの結果を総合的に判断することにより、紙幣の真偽が判別される。
【００４３】
　次に、図５のステップＳ５において、紙幣が真券であるか否かが判断される。そして、
紙幣が真券であると判断された場合には、ステップＳ６において、紙幣を鑑別部９から一
時保留部１０に搬送する。その一方、紙幣が真券でないと判断された場合には、ステップ
Ｓ７において、紙幣を鑑別部９から入出金口７に搬送する。これにより、真券でないと判
断された紙幣が利用者に返却される。
【００４４】
　次に、ステップＳ８において、一時保留部１０に搬送された紙幣の金額がタッチパネル
１に表示される。
【００４５】
　次に、ステップＳ９において、入金が指示されたか否かが判断される。具体的には、タ
ッチパネル１に入金確認ボタンが表示され、その入金確認ボタンが押されたか否かが判断
される。そして、入金が指示されたと判断された場合には、ステップＳ１０に移る。なお
、一時保留部１０に紙幣が複数保留されている場合には、保留されている全ての紙幣に対
して以下のステップＳ１０～Ｓ１４が行われる。その一方、入金が指示されなかったと判
断された場合には、ステップＳ１６において、紙幣を一時保留部１０から入出金口７に搬
送する。これにより、紙幣が利用者に返却され、入金取引が中止される。
【００４６】
　次に、ステップＳ１０において、モータ２を駆動することにより、搬送ローラ８が回転
して、紙幣が一時保留部１０から鑑別部９に搬送される。そして、ステップＳ１１におい
て、紙幣に対する鑑別処理が実行される。なお、ステップＳ１１における鑑別処理は、ス
テップＳ４における鑑別処理と同様であるので、説明を省略する。
【００４７】
　次に、ステップＳ１２において、紙幣が真券であるか否かが判断される。そして、紙幣
が真券であると判断された場合には、ステップＳ１３において、紙幣を鑑別部９から収納
庫１１に搬送する。なお、紙幣が搬送される収納庫１１は、紙幣の金種に応じて選択され
る。その一方、紙幣が真券でないと判断された場合には、ステップＳ１４において、紙幣
を鑑別部９からリジェクト庫１２に搬送する。
【００４８】
　その後、ステップＳ１５において、取引結果が通信部４（図１参照）からネットワーク
１５０（図１参照）を介してホストコンピュータ２００（図１参照）に送信される。
【００４９】
　本実施形態では、上記のように、記憶部６は、印刷所や印刷時期の違いにより、特徴の
一部が異なる紙幣の真偽を判別するための特有の判別値をデータベース（ＤＢ）化して記
憶している。そして、紙幣がデータベース６ｂに登録されている場合には、データベース
６ｂに登録された特有の判別値を用いて、当該紙幣の真偽判別を行う。これにより、紙幣
の特徴の一部が異なることに起因して、紙幣が偽造券であると誤判別されるのを抑制する
ことができる。また、特有の判別値を用いることにより、共通の判別値の基準範囲を広く
する必要がないので、偽造券が真券であると誤判別されるのを抑制することができる。そ
の結果、判別精度が低下するのを抑制しながら、特徴の一部が異なる紙幣の真偽判別を適
切に行うことができる。
【００５０】
　また、本実施形態では、記憶部６が、市場に広く流通する標準的な紙幣の真偽を判別す
るための共通の判別値６ａを記憶することによって、データベース６ｂに全ての紙幣の判
別値を登録する場合に比べて、データベース６ｂの容量を小さくすることができる。
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【００５１】
　また、本実施形態では、紙幣の金種および紙幣の記番号に基づいて紙幣を特定すること
によって、複数の金種が流通する場合において、金種が異なり、記番号が同一の紙幣が流
通する場合にも、容易に、紙幣を特定することができる。
【００５２】
　また、本実施形態では、データベース６ｂの紙幣の記番号には、開始記番号と終了記番
号とが含まれている。ここで、データベース６ｂには、印刷所や印刷時期の違いにより、
特徴の一部が異なる紙幣の真偽を判別するための特有の判別値が登録されている。そして
、特徴の一部が異なる紙幣は、記番号が連続している可能性が高いので、開始記番号から
終了記番号までの範囲を単位として特有の判別値を記憶することにより、記番号が１つず
つ登録される場合に比べて、データベース６ｂの容量を小さくすることができる。
【００５３】
　本発明は、上述した以外にも種々の実施形態を採用することができる。たとえば、上記
実施形態では、紙幣を判別するＡＴＭ１００に本発明を適用する例を示したが、これに限
らず、有価証券などのその他の紙葉類を判別する紙葉類判別装置に本発明を適用してもよ
い。
【００５４】
　また、上記実施形態では、入金取引の際に、本発明を適用した真偽判別が行われる例を
示したが、これに限らず、出金取引や紙幣補充の際に、本発明を適用した真偽判別が行わ
れるようにしてもよい。
【００５５】
　また、上記実施形態では、図５のステップＳ５において、真券でないと判断された場合
に、紙幣を入出金口７に搬送する（ステップＳ７）例を示したが、これに限らず、ステッ
プＳ５において、真券でないと判断された場合に、紙幣をリジェクト庫１２に搬送するこ
とにより、紙幣を回収するようにしてもよい。また、ステップＳ１２において、真券でな
いと判断された場合に、紙幣をリジェクト庫１２に搬送する（ステップＳ１４）例を示し
たが、これに限らず、ステップＳ１２において、真券でないと判断された場合に、紙幣を
入出金口７に搬送することにより、紙幣を利用者に返却するようにしてもよい。
【００５６】
　また、上記実施形態では、判別値として最大値および最小値を示したが、これに限らず
、判別値は、１つの閾値であってもよいし、３つ以上の閾値であってもよい。たとえば、
算出された特徴量の値が第１の閾値と第２の閾値との間にある場合には、真券であると判
断し、算出された特徴量の値が第３の閾値と第４の閾値との間にある場合には、偽造券で
あると判断するようにしてもよい。
【００５７】
　また、上記実施形態において、データベース６ｂに登録されるデータが、ネットワーク
１５０を介してホストコンピュータ２００から送信されることにより、データベース６ｂ
が更新されるようにしてもよい。また、ＡＴＭ１００が取引履歴に基づいて、データベー
ス６ｂを更新するようにしてもよい。
【００５８】
　また、上記実施形態では、記憶部６が市場に広く流通する標準的な紙幣の真偽を判別す
るための共通の判別値６ａを記憶する例を示したが、これに限らず、記憶部６が共通の判
別値６ａを記憶しておらず、データベース６ｂに全ての紙幣の判別値が登録されるように
してもよい。
【００５９】
　また、上記実施形態では、紙幣の金種および紙幣の記番号に基づいて紙幣を特定する例
を示したが、これに限らず、紙幣の金種および紙幣の記番号と、その他の特徴量とに基づ
いて、紙幣を特定するようにしてもよい。
【００６０】
　また、上記実施形態において、紙幣の記番号を判別した後、その判別された記番号の正
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確度をセンサ３の検出結果に基づいて判断し、正確度が所定の閾値よりも低い場合に、共
通の判別値を用いて、紙幣の真偽を判別するようにしてもよい。すなわち、紙幣の記番号
を正確に判別できない場合に、共通の判別値を用いて、紙幣の真偽を判別するようにして
もよい。
【符号の説明】
【００６１】
　　３　　　　センサ（読取部）
　　５　　　　制御部（判別部）
　　６　　　　記憶部
　　１００　　ＡＴＭ（紙葉類判別装置）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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